８　情報の公開
	８　情報の公開
（１）災害廃棄物の処理を行う者は、処理の状況及び測定結果（以下「処理の状況等」という）を府に定期的に報告すること。
（２）府は報告を受けた処理の状況等を速やかに公表するものとする。


〔趣　旨〕
　災害廃棄物の処理を行う者に対し、処理の状況及び測定結果について定期的に府に報告することを定め、また、報告を受けた府がその結果を速やかに公表することで、災害廃棄物が適正に処理されていることを確認するとともに、府民に対して現状について正しくお伝えします。
〔解　説〕
１　「処理の状況」とは
　88ページ「７ 適正処理の管理」で説明を行った「処理の状況」のことをいいます。
２　「定期的に報告」とは
　災害廃棄物の処理を行う者は、原則、「６ 災害廃棄物の処理工程」に従い実施した測定結果について、毎週の結果をとりまとめ、翌週中に大阪府循環型社会推進室資源循環課まで報告することとします。
なお、報告については、府の定める様式により、FAX、メール、郵送等で必ず翌週中に当課が確認できるよう、行う必要があります。
３　「速やかに公表」とは
府は、処理の状況等について毎週の測定結果を翌週中に受け取り、とりまとめた上、受取りの週の翌週を目処に公表します。
また、公表の方法としては、「インターネットによる公表」を原則とします。
〔運　用〕
大阪府では、放射能に関する測定で生活環境への影響を確認するためのもののうち、最も頻度が多いものが　毎週であることから、原則として毎週の結果について、翌週中に報告を求めることとします。
ただし、分析業者が混雑しており結果が判明するまでに時間を要したため翌週中に報告ができない場合など、　止むを得ない場合については結果判明後、速やかに府に報告することとします。
また、測定した結果、以下のいずれかに該当する場合には、前記に関わらず、直ちに府に報告することとします。

＜直ちに報告が必要な場合＞
○放射性物質濃度が「受入れの目安値」や「埋立の目安値」を超過した場合又は超過するおそれのある場合
○排ガス、排水、原水及び放流水の放射性物質濃度が濃度基準を超過した場合
○空間線量率や遮蔽線量率が各処理工程で定めた異常値よりも高い値が検出された場合
○選別・仕分け作業場所の石綿濃度が10本／Ｌを超過した場合
○大気汚染防止法や水質汚濁防止法で定められた排ガスや排水の規制基準を超過した場合
○その他、処理に関することで異常が確認された場合
報告の流れを図-3.8.1に示します。各週の測定結果については処理を行う者が翌週中に結果をとりまとめて府に報告し、府は、結果を受けた週の翌週中に結果をインターネットで公表することとします。　
なお、受入れの目安値を超過した場合など、上記の「直ちに報告が必要な場合」の報告を受けた場合は、事実確認を行い、確認完了後、測定結果と併せて事実内容と今後の対応について公表を行います。
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図-3.8.1　一ヶ月の期間における測定の実施と府への報告、並びに府の公表に関するイメージ図
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